
   

 

 

 第１３回 マレーシアの中学生・高校生 11名が洞北中学校を訪問。 

       2泊 3日で、洞北中・高須中の生徒の家庭にホームステイしました。 （12月 20～22日） 

 

    

 

 

  

  
  

 

  

 

１２月２０日（日）から１２月２２日（火）まで、マレーシアから１１名の中学生、高校生が洞北に来て
くれました。 

ほとんどの学生が、マレー語が母国語ですが、中国語、英語もぺらぺらで、日本語も少しずつ上手になって
いました。英語は、小学校１年生から学校で習っていて、英語の授業はすべて英語で行われるそうです。日
本の中学校３年生の内容は、小学校４年生くらいで習うそうです。グローバル社会の中で、日本もがんばら
ないといけないとつくづく思いました。 

 また、２泊３日で、洞北中学校と高須中学校の８家族の家庭にホームステイさせていただいて、お世話を
していただきました。どこの家庭でも、日本の料理はたいへんおいしいと、とても喜んでいました。ありが
とうございました。 

 来年も訪問する予定ですので、他のご家庭にもぜひ、ホームステイの受け入れを経験していただけたらと
思います。子どもにとって、たいへん良い経験になると思います。 

 学校訪問は１日だけでしたが、柔道部、剣道部の練習見学、百人一首の練習参加、理科や英語の授業参加、
給食もいっしょに食べました。また、二葉先生からは茶道を教えていただいて、皆、茶せんでお茶を点てる
経験をすることができました。皆さんのご協力に、心から感謝いたします。 

 


